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まえがき

本書は、観光旅行者（ツーリスト）の行動についての研究論文や専門書の

内容を社会心理学の視点から体系的にとりまとめて紹介したものである。そ

の論文や図書は、主にアメリカ、オーストラリア、ヨーロッパ諸国など外国

のものであり、わが国の業績として取り上げているものは、残念ながら、少

数である。その理由は、わが国では、まだ、観光旅行者の行動に関する心理

学的研究の成果を体系づけて整理し論述できるほどの蓄積がないためであ

る。しかし、そうした現状から一歩でも抜け出すための刺激となりイントロ

ダクションになるように、先進的な国々で取り組まれている具体的な分析課

題や得られている専門的知見を示すことによってわが国での研究的関心を喚

起したい、というのが本書を著した最大の意図である。

わが国では、観光旅行者の行動に関する心理学的研究はまだ未開拓に近い

状態であるが、国民の観光旅行はきわめて盛んに行われている。

総理府『観光白書（平成11年版）』（大蔵省印刷局、 1999)では、日本国民

の平成10年における国内観光旅行および国際観光旅行について、おおむね、

次のように述べている：

［国内観光旅行について］

平成10年における国民の宿泊を伴う国内旅行の回数及び宿泊数は、総理府が実施した

調査から推計すると次の通りである。

まず、宿泊旅行に行った回数は、国民1人当たり平均2.69回（前年比2.7％増）、国民

全体では延べ3億4,000万回と推定される。これを旅行の種類別に見ると、「観光」が1

人当たり平均1.42回（全旅行の52.7%）、「家事・帰省」が0.60回 (22.3%）、「業務」が

0.31回 (11.7%）、「兼観光（業務、家事・帰省のついでに 1泊以上付け加えて観光を行っ

た場合をいう。）」が0.21回 (7.7%）となっている。

また、年間を通じた宿泊日数は、国民 1人当たり平均5.24泊（前年比0.4％減）、国民

全体では 6億6,200万泊と推定される。これを旅行の種類別に見ると、「観光」が国民 1

人当たり平均2.30泊（全旅行の43.9%）、「家事・帰省」が1.56泊 (29.7%）、「業務」が

0. 71泊 (13.7%）、「兼観光」が0.43泊 (8.1%）となっている。

観光及び兼観光を合わせた宿泊観光・レクリエーション旅行は国民 1人当たり平均
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1.62回（延べ人数約2億500万人）で宿泊旅行全体の60.4％を占め、また、宿泊数では2.73

回（延べ宿泊数約3億4,500万泊）で全体の52.0％を占め、それぞれ、ほぼ前年並みであ

った。このための消費額は、国民l人当たり約6万8,600円、全体では約8兆6,700億円

と推測され、前年に比べて名目で2.2％増、実質で1.6％増となっている。 (p.24-29)

［国際観光旅行について］

平成10年におけるわが国の国際観光の状況を振り返ると、観光、業務等の日本人海外

旅行者数は1,581万人（前年比99万人、 5.9％減）で、その約82％に当たる1,297万人が「観

光」を目的としていた。海外旅行者の平均旅行日数は8.4日であり、前年より0.6日増え

ている。 (p.34-40) 

このように日本国民にとって非常にポピュラーな生活・消費行動について、

心理学的な知見の体系的な蓄積がほとんど見られないことは、むしろ不思議

に思える。そのため、本書は、この研究的な空白領域に、消費者行動研究者

としての視点から具体的なアプローチを試みたものである。

本書の叙述の基礎になる研究論文や専門書など資料類のほとんどは、著者

が平成6年度関西大学在外研究員として、平成7年1月～3月に滞在したオ

ーストラリアのクイーンズランド州タウンズヴィル市にあるジェームス・ク

ック大学(JamesCook University)で収集したものである。著者は同大学の

心理学・社会学部(Departmentof Psychology and Sociology)の訪問研究員

として迎えられ、その間、社会心理学者の MichaelSmithson博士（現在：

Australian National University)の多大のご助力を得ながら、真夏の猛暑の

なかではあったが、快適で効果的な研究調査活動に従事することができた。

同大学にはツーリズム学部(Departmentof Tourism)があり、学部長であっ

たPhilipL. Pearce教授から、種々のコメントをいただくこともできた。当

時、著者は、消費者行動研究に近い領域としてツーリズム研究を意識してい

たものの、その実質的内容についてはまったく白紙に近い状態であったが、

同大学の伸びやかで恵まれた環境のなかで「旅行者行動の心理学」に関する

体系的な枠組みを考え始めることができた。

そこで得た着想を活かすために、平成7年3月に帰国してから、収集でき

た論文や図書を整理し、心理学的な領域設定を検討しながら、「旅行者行動の

心理学」の体系化に向けた一連のテーマ別の展望論文を『関西大学社会学部
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紀要』に発表してきた。その初出は次の通りであり、本書の「終章」を除け

ば、各章の内容のほとんどはこれらの論文に叙述したものである：

① 「旅行者行動の心理学」に向けて．

第27巻第3号 (1996年3月）． 39-55頁．［本書第1章］

②旅行者モチベーション研究の展望： 「旅行者行動の心理学」に向けて(2).

第28巻第2号 (1996年12月）． 27-68頁．［本書第2章］

③旅行目的地の魅力に関する研究：「旅行者行動の心理学」に向けて(3).

第28巻3号 (1997年3月）． 41-73頁．［本書第3章］

④旅行者行動への類型論的アプローチ：「旅行者行動の心理学」に向けて(4).

第29巻第2号 (1997年9月）． 23-65頁．［本書第7章］

⑤旅行目的地の選択過程に関する研究：「旅行者行動の心理学」に向けて(5).

第29巻第3号 (1998年3月）． 1-28頁．［本雷第4章］

⑥旅行目的地における活動・経験の分析：「旅行者行動の心理学」に向けて(6).

第30巻第2号 (1998年12月）． 23-55頁．［本書第5章］

⑦旅行経験についての評価と満足： 「旅行者行動の心理学」に向けて(7).

第31巻第1号 (1999年9月）． 1 -44頁．［本書第6章］

⑧旅行商品への心理学的アプローチ：「旅行者行動の心理学」に向けて(8).

第31巻第2• 3号．（2000年2月）． 1 -62頁．［本書第8章］

これらの論文の執筆においても、またそれらの内容を統一的に整えた本書

の各章においても、記述内容をかなり具体的で詳細なものにしている。調査

や分析の方法、見出された知見の提示の仕方、研究者の考察や解釈の内容な

ど、煩雑と思われるかも知れないほどに詳しく記述している。また、概念や

用語の英語表記も過剰と思われるほどに挿入している。これらの措置は、こ

の研究領域が未開拓で馴染みの薄いものであるところから、心理学や社会学

の専門研究者からは著者の理解の行き届かないところを指摘していただくた

めに、また、ここからテーマを見出して取り組んでみようという若い大学院

生や学部生に対しては解説的な役割を果たすことを期待して、意識的に行っ

ているものである。したがって、本書は、この領域の研究課題の理解や展開

を促進するための案内資料として利用していただくこともできるのではない

かと考えている。こうした点について、ご理解とご教示をいただければ幸い

である。
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本書は、平成11年度関西大学研究成果出版補助金を受けて刊行することが

できた。また、本書の執筆のための論文、図書等の資料の収集ができたのは、

前述のように平成6年度在外研究員として外国に長期間滞在して研究調査活

動に専念させていただいたことに加えて、平成9年度学部共同研究費の助成

を受けたことによるものである。こうした関西大学のいくつかの研究助成体

制に全面的に依拠して本書は形を成している。

ここまで大層ご援助いただいた学校法人関西大学、関西大学および関西大

学社会学部に心からの謝意を表したいと思う。そして、自らは、 1900年代最

後の一時期に集中的に取り組んできたささやかな仕事の内容が、 2000年早々

にこうした図書として具現化できたことに大きな喜びを感じている。

2000年3月

佐々木土師二
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